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　 原子力災害時の広域避難計画で避難先と なっ ている県外の自治体関係者を 招き 、 浜岡原子力発電所や県や市の

原子力防災施設等を案内し まし た。

　 原子力災害や放射線に関連する 基礎知識を 学んだり 、 広域避難計画に関する 意見交換を 行っ たり する 機会も 設

けて、 関係者と 原子力防災に対する認識を共有し て関係を築いています。

令和5 年7 月～9 月の環境放射能の調査結果

199　 原子力災害時に避難に配慮が必要な方などが一時的に避難する 施設のこ と

です。

　 原子力発電所で緊急事態が発生し たと き には、 住民の避難が必要と なる場合があり

ます。 こ の場合、 病院に入院し ている方や福祉施設に入所し ている方など、 避難にお

いて特に配慮が必要な方々が、 無理に早期に避難し よう と すると 、 かえっ て健康を損

ねてし まう おそれがあり ます。 こ のよう な方々は、 まずは放射線防護対策が講じ ら れ

た施設に屋内退避し て、 避難の準備が整っ た段階で避難するこ と になり ます。

　 放射線防護対策と は、 屋内退避する 施設に放射性物質を 浸入

さ せないよ う にする 対策です。 窓や壁を 補強し て気密性を 高め

たり 、 外気の取入口に放射性物質を除去するフ ィ ルタ ーを設置

し たり し ます。 ( 図 1 )

　 浜岡原子力発電所周辺では、 発電所から 1 0 km 圏内の施設を

対象に、 こ れまでに 2 8 か所の施設で放射線防護対策 を行っ て

います。 ( 表 1 )

放射線防護施設と はな んで すか？

　 令和5 年7 月から 9 月の調査結果では、浜岡原子力発電所から の環境への影響は認めら れ

ませんでし た。

等

   前ページまでの環境放射能の測定を 行っ た期間中（ 令和 5 年 7 月～ 9  月）、浜岡原子力発電

所の１ 号機及び２ 号機は廃止措置中であり 、 ３ 号機、４ 号機及び５ 号機は運転停止中でし た。

　 なお、 令和 5 年 1 2 月 1 9 日現在、３ 号機、 ４ 号機及び５ 号機については定期事業者検査及

び地震・ 津波・ 重大事故対策等を 実施し ています。

電子線量計

【 表 1 】 県内の放射線防護対策施設一覧 ( 令和 5 年12 月現在 )

【 図 1 】 放射性物質の浸入を防護する設備 出典 : 内閣府ホームページ
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　 モニタ リ ングステーショ ン（ 14か所） において、 常時、 空間放射線の量を測定し ています。
そのう ち２ か所で７ 月に過去５ 年間の最大値を上回っ たと きがあり まし た。 原因は、 降雨により
大気中の自然放射性物質が地表に降下・ 沈着するこ と で放射線の量が一時的に上昇し たと 考えら
れます。 測定さ れた値は、 東電事故等の影響は認めら れず、 自然放射線由来のも のです。

測定結果から 、 自然放射線によ る 外部被ばく 線量は、 年約0.29m Svと 推定さ れます。（ 日本平均約0.33m Sv、 世界平均約0.48m Sv※）

（ 1 時間平均値 およ び1 0 分間平均値の最大値）

　 期間中に測定し た空間放射線

の線量率を、1 時間毎、1 0 分間毎

に平均し て算出し 、その中で、最大

になったも のを表記し ています。

 被ばく 線量の推定や評価のため

「 1 時間の平均値」を 用い、放射線

量の変動をより 細かに知るために

「 1 0 分間の平均値」を用います。

（ 左の図のよう に1 0 分間の最大

値の方が、1 時間の最大値より 値

が大きく なります。）

　 浮遊塵や農水産物などについて、放射能を測定し まし た。令和5年7月から 9月の間に測定し た
試料で、 過去（ 震災前） ５ 年間の最大値を超えた試料はあり ませんでし た。 検出さ れた放射能
は、 過去の核爆発実験などの影響によるも のや、 東京電力 福島第一原子力発電所の事故の影響に
よるも のと 推定し まし た。

浮 遊 塵 測定値：ミ リ ベクレル／m 3 土 壌
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※新版 生活環境放射線（ 国民線量の算定） 平成23年12月（ 原子力安全研究協会） から 引用
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